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周南たちばな学園では、「主体的に探究する」子どもを育成するために学習用タブレットを積極的に活用し、児童生徒
同士の対話を通して、自分自身の理解を深める授業を推進しています。
また、周南たちばな学園の小中学校では、ICT活用のモデル的な取り組みとしてタブレットを持ち帰り、家庭学習を
タブレットで行うことを進めています。
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周南たちばな学園（周南中学校区）
学園教育目標「夢や希望を見出し、未来をひらく子ども」

周南中学校でのタブレットを活用した授業



※
債
務
負
担
行
為
と
は
一
つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年
度
で
終
了
し
な

い
場
合
に
、
議
会
の
議
決
を
得
て
、
そ
の
期
間
と
限
度
額
を
定
め

て
お
く
制
度
で
す
。

市長提出議案は、いずれも
可決・同意

　

市
議
会
は
、
6
月
定
例
会
を
6
月
7
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
袋
井
市
宇
刈
い
き
い

き
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
12
議
案
と
2
件
の
報
告
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
14
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
第
2
号
か
ら
第
4
号
ま
で

あ
り
、
主
に
次
に
掲
げ
る
事
業
の
た
め
に
、
1
億
8

0
0
0
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
3
5
8
億

3
5
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〈
第
2
号
〉

●
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
給
付
事
業

（
ふ
た
り
親
世
帯
分
）　

…
…
1
億
3
0
0
万
円

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

て
い
る
低
所
得
の
ふ
た
り
親
子
育
て
世
帯
に
対
象

児
童
1
人
5
万
円
を
支
給
す
る
。

〈
第
3
号
〉（
主
な
も
の
）

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
事
務
事
業  

…
…
4
7
3
3
万
円

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
窓
口
体
制
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
出
張
申
請
の
拡
充
や
未
申
請

者
へ
の
効
果
的
な
P
R
な
ど
さ
ら
な
る
交
付
促
進

を
図
る
た
め
、
人
員
を
増
加
す
る
。

●
袋
井
駅
南
都
市
拠
点
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
け

る
国
庫
補
助
内
示
に
伴
う
事
業
費
の
変
更

…
…
1
4
6
7
万
円

　
　

ま
た
、
債

※

務
負
担
行
為
補
正
が
次
の
と
お
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

●
改
良
住
宅
等
指
定
管
理
委
託

　

期　

間　

令
和
3
年
度
〜
令
和
8
年
度

　

限
度
額　

1
9
0
0
万
円

〈
第
4
号
〉

●
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
支
給
事
業  

…
…
1
5
0
0
万
円

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
い
る
緊
急
小

口
資
金
や
総
合
支
援
資
金
の
借
入
額
が
限
度
額
に

達
し
て
い
る
な
ど
、
こ
れ
以
上
の
借
入
が
で
き
な

い
生
活
困
窮
世
帯
に
対
し
支
援
金
を
給
付
す
る
。

6月定例会

マイナンバーカードの申請をサポートする様子マイナンバーカードの申請をサポートする様子
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条
例
の
制
定

●
袋
井
市
職
員
の
留
学
費
用
の
償
還
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

国
家
公
務
員
の
留
学
費
用
の
償
還
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
よ
り
、
職
員
の
国
内
外
の
大
学
院
な

ど
へ
の
留
学
費
用
に
つ
い
て
、
留
学
中
に
離
職
し

た
者
な
ど
の
留
学
費
用
に
つ
い
て
、
条
例
の
定
め

に
よ
り
職
員
の
留
学
費
用
を
償
還
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正
（
主
な
も
の
）

●
袋
井
市
宇
刈
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

宇
刈
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に

空
調
設
備
機
器
を
設
置
し
た
こ
と
に
伴
い
、
空
調

設
備
機
器
の
使
用
料
の
規
定
に
つ
い
て
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

人
事
（
敬
称
略
）

●
人
権
擁
護
委
員

　

令
和
3
年
9
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
委
員
に
つ
い
て
、
市
長
が
推
薦
す
る
次
期
の
候

補
者
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
、
原
案
の
と
お

り
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、令
和
3
年
10
月
1
日
か
ら
3
年
間
で
す
。

　

·
白
畑　

逸
朗
（
新
屋
）
再
任

議案番号 件　　　名 結果

議第36号 令和3年度袋井市一般会計補正予算
（第2号）について 可決

議第37号 令和3年度袋井市一般会計補正予算
（第3号）について 可決

議第38号 袋井市職員の留学費用の償還に関す
る条例の制定について 可決

議第39号 袋井市固定資産評価審査委員会条
例の一部改正について 可決

議第40号 袋井市宇刈いきいきセンター条例の
一部改正について 可決

議第41号 袋井市税外収入督促等に関する条例
の一部改正について 可決

議案番号 件　　　名 結果

議第42号 袋井市後期高齢者医療に関する条例
の一部改正について 可決

議第43号

袋井市都市計画下水道事業受益者
負担に関する条例及び袋井市公共下
水道事業受益者分担に関する条例の
一部改正について

可決

議第44号 袋井市道路線の認定について 可決

議第45号 袋井市手数料条例の一部改正について 可決

議第46号 令和3年度袋井市一般会計補正予算
（第4号）について 可決

議第47号 人権擁護委員の推薦につき意見を求
めることについて 同意

議 決 結 果

選
挙
（
敬
称
略
）

●
袋
井
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
が

行
わ
れ
、
指
名
推
薦
に
よ
り
次
の
方
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。

　
　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員　
　
　
　
　

　
　
　

・
一
瀬　

努　
　
（
大　

通
）
再
任　
　

　
　
　

・
青
山　

哲
郎　
（
長　

溝
）
再
任

　
　
　

・
太
田　

浩　
　
（
春　

岡
）
再
任　

　
　
　

・
小
林　

節
子　
（
諸　

井
）
新
任　

　
　

選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員

　
　
　

・
溝
口　

文
康　
（
浅
岡
下
）
再
任

　
　
　

・
諸
井　

泰　
　
（
下
貫
名
）
新
任

　
　
　

・
増
井　

正
子　
（
名
栗
北
原
川
）
新
任

　
　
　

・
木
野　

浩
之　
（
川
井
東
）
新
任
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市
政
に
対
す
る 　
　
　

一
般
質
問

問
I
T
環
境
下
に
な
い
高
齢

者
へ
の
情
報
発
信
と
市
民
へ
の

情
報
遅
延
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

答
未
予
約
の
方
へ
の
接
種
勧

奨
通
知
の
送
付
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
メ
ロ
ー
ね
っ
と
を
利
用
で

き
な
い
方
に
も
情
報
が
行
き
届

く
よ
う
に
、
通
知
や
資
料
の
配

布
な
ど
に
努
め
て
い
く
。
接
種

を
待
つ
方
が
安
全
で
確
実
に
接

種
で
き
る
よ
う
、
迅
速
に
情
報

発
信
を
し
て
い
く
。

問
高
齢
者
以
外
の
障
が
い
者
や

交
通
弱
者
へ
の
支
援
の
考
え
は
。

答
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業

を
開
始
し
、
各
種
手
帳
を
所
持

す
る
方
、
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
方
も
助
成
対
象
と
し
、
広

く
周
知
す
る
。
ま
た
、
集
団
接

種
会
場
や
個
別
接
種
会
場
を
追

加
し
、
接
種
環
境
を
整
え
、
市

民
の
経
済
的
・
心
理
的
不
安
を

軽
減
し
、
接
種
率
向
上
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

問
震
源
域
の
真
上
に
あ
る
浜

岡
原
発
の
再
稼
働
は
絶
対
に

あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
考
え
る

が
、
市
長
の
見
解
は
。

答
国
や
事
業
者
の
説
明
責
任

が
大
前
提
。
そ
の
上
で
、
議
会

や
市
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が

必
要
不
可
欠
と
考
え
る
。
現
時

点
で
は
、
浜
岡
原
発
の
再
稼
働

は
大
変
厳
し
い
も
の
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問
ま
だ
使
え
る
ラ
ン
ド
セ

ル
、
リ
コ
ー
ダ
ー
、
鍵
盤
ハ
ー

モ
ニ
カ
、
制
服
、
体
操
服
、
学

校
指
定
バ
ッ
グ
、
書
道
用
具
、

運
動
靴
な
ど
を
新
入
生
や
在
校

生
に
譲
る
こ
と
を
教
育
委
員
会

と
し
て
組
織
的
に
取
り
組
ん
で

は
ど
う
か
。

答
袋
井
南
小
学
校
や
袋
井
北

小
学
校
で
は
、
家
庭
で
不
要
に

な
っ
た
校
服
や
体
操
服
な
ど
の
寄

付
を
募
り
、
子
ど
も
に
貸
し
出
し

を
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
保

護
者
の
教
育
費
負
担
軽
減
に
も
つ

な
が
る
。
資
源
を
有
効
活
用
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に

指
導
す
る
と
と
も
に
、
学
用
品
を

再
利
用
す
る
取
り
組
み
が
一
層
促

進
さ
れ
る
よ
う
、
継
続
的
・
効
率

的
に
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事

例
を
市
内
の
小
中
学
校
に
紹
介

し
、
学
校
を
通
じ
て
保
護
者
を
は

じ
め
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
対
し

て
も
情
報
提
供
す
る
な
ど
、
啓
発

に
努
め
る
。

問
障
が
い
者
の
特
性
を
理
解

す
る
福
祉
施
設
担
当
者
や
支
援

学
校
の
先
生
を
講
師
に
、
事
業

者
向
け
の
研
修
会
を
開
催
で
き

な
い
か
。

答
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
民

間
事
業
者
に
講
師
を
派
遣
し
、

障
が
い
者
雇
用
講
座
を
開
催
し

て
い
る
た
め
、
事
業
所
で
実
施

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
働
き
か

け
た
い
。

問
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
先
送

り
さ
れ
て
い
る
ゴ
ミ
袋
の
有
料

化
、
水
道
・
下
水
道
の
料
金
改

定
の
進
め
方
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
ゴ
ミ
袋
の
有
料
化
は
7
月

よ
り
14
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
説
明
会
を
し
、
来
年
2

月
に
議
会
に
条
例
提
案
を
し
て

い
き
た
い
。

　

水
道
・
下
水
道
の
料
金
改
定

は
、
住
民
説
明
会
及
び
懇
話
会

か
ら
意
見
の
も
と
に
、
令
和
4

年
4
月
か
ら
料
金
改
定
の
実
施

を
し
た
い
。

問
ゴ
ミ
袋
有
料
化
の
市
の
考

え
方
は
1
枚
9
円
の
袋
を
39
円

に
し
て
ゴ
ミ
減
量
化
を
図
る
と

し
て
い
る
が
、
分
別
の
徹
底
な

ど
、
他
の
ご
み
減
量
化
策
も
説

明
の
上
、
住
民
理
解
の
も
と
に

進
め
ら
れ
た
い
。

答
雑
紙
の
分
別
回
収
、
生
ご

み
や
草
木
の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
住

民
説
明
会
に
お
い
て
説
明
す
る
。

問
高
齢
社
会
を
迎
え
、
河
川

愛
護
（
自
治
会
に
よ
る
河
川
の

草
刈
り
）
の
負
担
を
さ
ら
に
軽

減
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
現
在
市
全
体
の
河
川
の
草

刈
り
対
象
面
積
1
2
0
万
平
方

㍍
の
内
、
市
が
37
万
平
方
㍍
、

各
地
域
で
83
万
平
方
㍍
を
担
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
今
後

5
年
後
に
は
半
分
の
60
万
平
方

㍍
に
削
減
を
し
て
い
き
た
い
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。

竹た
け

村む
ら 

眞ま

弓ゆ
み 

議
員

迅
速
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

取
り
組
み

浜
岡
原
発
に
対
す
る

基
本
的
認
識

大お
お

庭ば 

通み
ち

嘉よ
し 

議
員

先
送
り
さ
れ
て
い
る

料
金
値
上
げ
の
考
え
方
は

河
川
の
草
刈
り
の

地
域
負
担
の
軽
減
を

竹た
け

野の 

　

昇の
ぼ
る 

議
員

小
中
学
校
学
用
品
の

再
利
用
に
つ
い
て

障
が
い
者
雇
用
促
進
の
た
め

研
修
会
の
開
催
を

浜岡原子力発電所

再利用のために集められた学用品

自治会負担による草刈り作業の様子
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問
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
を
婚
姻

に
準
ず
る
関
係
と
自
治
体
が
認

め
る
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
」
の
導
入
は
。

答
市
内
で
は
性
的
少
数
者
の

理
解
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で

あ
る
。
市
民
や
事
業
所
な
ど
へ

の
啓
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、

情
報
収
集
、
先
進
地
の
視
察
な

ど
、
本
制
度
の
導
入
自
治
体
の

状
況
を
把
握
す
る
中
で
検
討
し

て
い
く
。

問
男
子
は
ズ
ボ
ン
、
女
子
は

ス
カ
ー
ト
の
概
念
に
と
ら
わ
れ

な
い
、
男
女
問
わ
ず
着
用
で
き

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
制
服
の
導

入
は
。

答
一
部
の
中
学
校
で
は
、
生

徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
制
服
の
導
入

検
討
を
進
め
て
い
る
。
性
的
少

数
者
を
含
め
た
全
て
の
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

問
父
親
が
子
育
て
の
主
体
と

し
て
参
加
で
き
る
よ
う
、
父
親

を
対
象
と
す
る
講
座
や
イ
ベ
ン

ト
の
拡
充
が
必
要
で
は
。

答
母
親
に
比
べ
父
親
を
主
体

と
し
た
講
座
な
ど
は
多
く
な

い
。
父
親
が
参
加
し
や
す
い
、

ま
た
、
参
加
し
た
く
な
る
講
座

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
実
施
で
き

る
よ
う
、
情
報
提
供
や
支
援
の

充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。 

問
市
の
発
注
業
務
に
お
け
る

市
内
業
者
比
率
ア
ッ
プ
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

答
建
設
工
事
に
お
い
て
令
和

2
年
度
の
市
内
業
者
の
受
注
率

が
、
金
額
ベ
ー
ス
で
は
93
%
と

高
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
今

年
度
か
ら
は
下
請
け
制
限
を
撤

廃
し
、
市
内
業
者
へ
の
下
請
け

発
注
の
推
進
に
も
努
め
て
い
る
。

問
市
の
特
産
を
生
か
し
た
グ

ル
メ
シ
テ
ィ
構
想
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

答
市
の
特
産
品
な
ど
の
食
に

着
目
し
、
グ
ル
メ
の
持
つ
魅
力

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
市
内
外
の
関

係
者
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
伺

い
組
み
立
て
て
い
き
た
い
。

問
高
齢
者
の
た
め
の
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
の
充
実
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
現
在
の
運
行
上
、
さ
ら
な

る
拡
充
は
難
し
い
状
況
に
あ

る
。
地
域
や
交
通
事
業
者
と
協

力
し
て
運
行
す
る
市
内
の
タ
ク

シ
ー
業
者
が
参
加
し
や
す
い
よ

う
な
（
仮
称
）
地
域
タ
ク
シ
ー

の
導
入
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問
新
市
長
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
教
育
の
在
り
方
は
ど
う
か
。

答
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
は

人
間
力
で
、
変
化
の
激
し
い
、

先
行
き
不
透
明
な
厳
し
い
時
代

の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
疑
問

や
課
題
に
能
動
的
に
関
わ
り
、

自
ら
成
長
し
て
い
く
た
め
の

「
生
き
抜
く
力
」
を
育
む
教
育

を
推
進
し
た
い
。

問
今
後
懸
念
さ
れ
る
デ
ジ
タ

ル
格
差
に
ど
う
対
処
す
る
か
。

答
デ
ジ
タ
ル
活
用
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
手
続
き
や
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
高
齢
者

に
と
っ
て
も
暮
ら
し
や
す
い
社

会
の
実
現
に
つ
な
が
る
。
今
が

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
過
渡
期
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
と
ア

ナ
ロ
グ
を
併
用
し
、
全
て
の
市

民
が
利
便
性
を
実
感
で
き
る
社

会
を
目
指
し
た
い
。

問
本
市
の
65
歳
以
上
の
就
業

者
の
実
態
は
ど
う
か
。

答
直
近
の
平
成
27
年
の
国
勢

調
査
で
は
、
本
市
の
65
歳
以
上

の
就
業
率
は
約
25
%
で
、
国
の

約
22
%
よ
り
高
い
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
磐
田
管
内
の
パ
ー
ト
タ

イ
ム
を
含
む
求
職
者
数
は
、
令

和
3
年
4
月
時
点
で
6
2
1
人

で
あ
り
、
フ
ル
タ
イ
ム
・
パ
ー

ト
タ
イ
ム
と
も
に
近
年
増
加
傾

向
に
あ
る
。

寺て
ら

田だ 

　

守ま
も
る 

議
員

発
注
業
務
の市

内
業
者
採
用

市
内
公
共
交
通
の
充
実

安あ
ん

間ま

　

 

亨と
お
る 

議
員

性
の
多
様
性
へ
の
配
慮

父
親
の
育
児
支
援

近こ
ん

藤ど
う 

正ま
さ

美み 

議
員

袋
井
新
時
代
の都

市
構
想
は

70
歳
現
役
の高

齢
者
雇
用
は

デ
ジ
タ
ル
社
会
の

課
題
と
対
応
は

地
域
産
業
の
活
性
化

スマートスピーカーに話しかける高齢者

市役所1階多機能トイレの表示

現在運行中のデマンドタクシー
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市
政
に
対
す
る 　
　
　

一
般
質
問

問
2
0
1
9
年
と
2
0
2
0

年
を
比
較
し
た
時
、
い
じ
め
の

認
知
件
数
が
増
え
て
い
る
。
本

市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
学
校
や
学
級
で
児
童
生
徒

の
居
場
所
や
絆
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
重
大
な
い
じ
め

に
つ
な
が
る
サ
イ
ン
を
見
逃
さ

な
い
よ
う
、
児
童
生
徒
の
ス
ト

レ
ス
を
調
べ
る
年
2
回
の
心
理

検
査
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
よ
る
教
育
相
談
を
実
施

し
て
い
る
。

問
64
歳
以
下
へ
の
職
域
接
種

の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
企
業
や
大
学
な
ど
と
の
情

報
共
有
に
努
め
、
市
が
実
地
し

て
い
る
集
団
接
種
に
お
け
る
ワ

ク
チ
ン
の
取
り
扱
い
や
、
運
営

方
法
な
ど
、
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

問
人
や
場
所
の
確
保
が
困
難

な
こ
と
に
よ
る
、
待
機
児
童
の

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答
小
学
校
内
の
特
別
教
室
を

活
用
し
、
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
な
ど

の
方
策
に
よ
り
場
所
を
確
保
す

る
ほ
か
、
人
材
確
保
を
図
る
た

め
、
賃
金
な
ど
処
遇
面
の
改
善

を
検
討
す
る
。
ま
た
、
民
間
事

業
者
へ
の
委
託
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
を
検
討
し
、
待
機
児
童

の
解
消
に
努
め
て
い
く
。

問
子
ど
も
が
発
す
る
Ｓ
Ｏ

Ｓ
、
特
に
自
殺
者
の
急
増
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い

る
か
。

答
各
学
校
で
自
身
や
他
者
の

命
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
指
導

や
お
互
い
の
存
在
を
認
め
合
う

姿
勢
と
行
動
力
が
育
ま
れ
る
よ

う
取
り
組
む
。
気
に
な
っ
た
児

童
生
徒
に
は
、
機
を
逃
さ
ず
に

声
掛
け
し
、
悩
み
や
不
安
を
聞

く
な
ど
努
め
て
い
る
。

問
高
齢
者
の
体
力
低
下
「
フ

レ
イ
ル
」
へ
の
対
応
策
は
。

答
健
康
づ
く
り
の
習
慣
を
促

す
た
め
、
介
護
予
防
ノ
ー
ト
を

作
成
し
た
。
1
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
通
い
の
場
な
ど
で
参
加

者
に
配
布
し
、
健
康
な
状
態
を

維
持
し
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
フ
レ
イ
ル
予
防
を
推
進

し
て
い
る
。

問
森
町
袋
井
イ
ン
タ
ー
通
り

線
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

経
済
産
業
、
物
流
な
ど
の
発
展

が
大
き
く
期
待
さ
れ
る
。
東
名

高
速
道
路
と
新
東
名
高
速
道
路

の
中
間
点
に
位
置
す
る
下
山
梨

地
区
へ
の
開
発
の
可
能
性
は
。

答
整
備
計
画
と
併
せ
て
新
た

な
企
業
用
地
と
し
て
の
可
能
性

を
調
査
す
る
な
ど
、
引
き
続
き

中
長
期
的
な
観
点
か
ら
検
討
し

た
い
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。

問
消
防
団
員
を
確
保
す
る
た

め
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い

る
か
。

答
団
員
や
そ
の
家
族
が
、
物

品
購
入
時
の
割
引
や
各
種
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
「
袋
井
市

消
防
団
応
援
事
業
」
制
度
を
、

本
年
1
月
か
ら
運
用
開
始
し

た
。
ま
た
、
訓
練
日
数
の
削
減

や
訓
練
礼
式
及
び
操
法
査
閲
大

会
の
廃
止
な
ど
、
現
役
団
員
が

活
動
し
や
す
く
新
入
団
員
が
入

団
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を

行
っ
て
い
る
。

問
学
校
で
の
I
C
T
活
用
教

育
は
。

答
I
C
T
環
境
が
整
い
、
機

運
が
高
ま
っ
て
い
る
今
年
度
を

チ
ャ
ン
ス
の
時
期
と
捉
え
、
計

画
的
に
、
教
員
、
職
員
研
修
を

推
進
し
て
い
く
。

問
久
野
城
址
南
遊
水
池
工
事

竣
工
後
の
さ
ら
な
る
治
水
対
策

は
。答

10
年
に
一
度
の
降
雨
時
の

出
水
に
対
し
、
流
域
内
の
床
上

浸
水
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
標

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も

流
域
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
行
い

な
が
ら
、
残
る
床
下
浸
水
の
解

消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

鈴す
ず

木き 

賢よ
し

和か
ず 

議
員

い
じ
め
問
題
へ
の

取
り
組
み
は

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

待
機
児
童
の
解
消

山や
ま

田だ 

貴た
か

子こ 

議
員

コ
ロ
ナ
禍
の
生
活

下
山
梨
地
区
の
開
発
の

可
能
性
は

村む
ら

松ま
つ 

和か
ず

幸ゆ
き 

議
員

新
型
コ
ロ
ナワ

ク
チ
ン
接
種

地
域
防
災
に
対
す
る

取
り
組
み

鷲
巣
周
辺
の
治
水
事
業

教
育
問
題
へ
の
取
り
組
み

所
信
表
明

「
健
康
寿
命
日
本
一
」
を
目
指
す

さわやかアリーナの集団接種

消防団の新入団員講習会

フレイル予防でいきいき長生き
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問
自
治
会
長
の
位
置
付
け

（
身
分
）
は
、
ど
の
よ
う
な
取

り
扱
い
と
な
っ
て
い
る
か
。

答
自
治
会
長
に
つ
い
て
は
、

令
和
元
年
度
ま
で
は
非
常
勤
特

別
職
と
し
て
委
嘱
し
て
い
た

が
、
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方

自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
非
常

勤
特
別
職
の
要
件
が
厳
格
化
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
令
和
2
年

度
か
ら
は
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
「
私
人
」
と
し
て
委
嘱
し
て

い
る
。

問
自
治
会
長
へ
の
謝
礼
の
基

準
と
謝
礼
の
改
定
の
考
え
方

は
。答

自
治
会
長
の
謝
礼
に
つ
い

て
は
、
特
に
規
定
は
定
め
て
い

な
い
が
、
平
成
24
年
度
に
袋
井

市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
か
ら

の
答
申
に
よ
り
示
さ
れ
た
月
額

1
万
5
0
0
0
円
を
基
準
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
謝
礼
金
額
の

改
定
に
つ
い
て
は
、
必
要
が
あ

れ
ば
検
討
す
る
。

問
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に

お
け
る
課
題
は
。

答
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の

活
動
の
多
く
は
高
齢
者
が
担
っ

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
今
後
、

継
続
し
て
防
犯
活
動
を
行
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
活
動
し
て
い

た
だ
け
る
若
い
世
代
な
ど
の
人

材
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
後
継
者
の
育
成
や
確
保

が
課
題
で
あ
る
。 

問
健
康
で
働
け
る
職
場
環
境

を
整
備
す
る
に
は
長
時
間
勤
務
の

是
正
が
必
要
。
市
職
員
の
時
間
外

勤
務
を
縮
減
す
る
た
め
に
ど
の
よ

う
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
か
。

答
毎
週
木
曜
日
と
職
場
ま
た

は
個
人
が
選
択
し
た
曜
日
の
週

2
日
を
ノ
ー
残
業
デ
ー
と
し
て

い
る
。
時
間
外
勤
務
の
終
了
時

間
を
事
前
に
申
請
し
、
午
後
10

時
ま
で
に
退
庁
す
る
な
ど
で
縮

減
に
努
め
て
い
る
。

問
昨
年
度
、
時
間
外
勤
務
が

月
80
時
間
を
超
え
る
職
員
が
延

べ
44
人
お
り
健
康
障
害
の
発
生

が
心
配
さ
れ
る
。業
務
改
善
は
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

答
年
度
途
中
で
の
兼
務
辞
令

の
発
令
や
部
内
・
課
内
で
の
応

援
体
制
に
よ
り
過
重
な
業
務
を

緩
和
し
て
い
る
。
ま
た
、
A
I

な
ど
の
導
入
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の

充
実
、
I
C
T
活
用
を
今
後
進

め
た
い
。

問
で
ん
伝
体
操
を
行
う
会
場

数
が
今
ま
で
の
よ
う
に
増
え
な

く
な
っ
て
き
た
。
今
後
ど
の
よ

う
な
継
続
支
援
を
し
て
い
く
の

か
。答

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が

定
期
的
に
訪
問
し
体
力
測
定
や

健
康
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。

健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
に
担
い
手
と
な
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
働
き
か
け
、
活
動
を

継
続
支
援
す
る
。

問
森
町
袋
井
イ
ン
タ
ー
通
り

線
の
整
備
促
進
と
沿
道
開
発
の

見
解
は
。

答
整
備
促
進
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
か
ら
森
町
袋
井
イ
ン
タ
ー

通
り
線
建
設
期
成
同
盟
会
で
事
業

実
現
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
調
査

を
静
岡
県
と
連
携
し
て
行
う
。
こ

の
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
整
備

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
沿
道
開

発
の
可
能
性
も
研
究
す
る
。ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
経
済
の
活
性

化
に
向
け
て
、
行
政
が
持
つ
信

頼
性
と
情
報
発
信
力
を
全
面
的

に
生
か
し
、
市
長
自
ら
が
先
頭

に
立
っ
て
、
積
極
的
な
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

工
業
、
商
業
、
農
業
、
観
光
な

ど
の
あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野
で
の

情
報
を
発
信
し
、
売
り
込
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
、

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進

む
中
で
、
持
続
可
能
な
都
市
づ

く
り
に
は
、
本
路
線
が
大
変
重

要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

問
不
在
者
投
票
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
投
票
方
法
を
ど
う
周
知

し
、
投
票
率
を
向
上
す
る
か
。

答
不
在
者
投
票
の
請
求
は
、

現
在
、
紙
で
の
申
請
だ
が
、
申

請
時
間
短
縮
と
手
続
き
簡
略
化

を
図
る
た
め
電
子
申
請
で
請
求

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
ふ
く

ろ
い
、
メ
ロ
ー
ね
っ
と
、
S
N

S
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
周

知
を
行
っ
て
い
く
。  

立た
て

石い
し 

泰や
す

広ひ
ろ 

議
員

長
時
間
勤
務
の
市
職
員
の

健
康
確
保
に
配
慮
を

で
ん
伝
体
操
な
ど

通
い
の
場
の
継
続
支
援
を

村む
ら

井い 

勝か
つ

彦ひ
こ 

議
員

自
治
会
組
織
の
運
営
に

係
る
課
題
と
支
援

防
犯
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
は

鈴す
ず

木き 

弘ひ
ろ

睦ち
か 

議
員

北
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

投
票
し
や
す
い
環
境
整
備広域ネットワークのイメージ図

※袋井市都市計画マスタープラン抜粋

防犯パトロール車両

でん伝体操会場
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市
政
に
対
す
る 　
　
　

一
般
質
問

問
市
内
で
買
い
物
し
や
す
い

仕
組
み
づ
く
り
と
は
。

答
袋
井
駅
周
辺
の
活
性
化

は
、
魅
力
的
な
中
心
市
街
地
と

し
て
の
期
待
も
大
き
い
こ
と
か

ら
、
補
助
金
な
ど
に
よ
り
駅
周

辺
へ
の
出
店
を
支
援
し
て
い

く
。
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
観
光

イ
ベ
ン
ト
と
も
連
携
し
駅
を
中

心
と
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出

と
、
市
内
へ
の
買
い
物
客
の
誘

客
を
図
っ
て
い
く
。

問
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
へ

の
経
済
支
援
と
は
。

答
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す

る
児
童
生
徒
の
就
学
も
見
込
ま

れ
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
一
人

一
人
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た

教
育
・
支
援
の
実
践
や
、
障
が

い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
共
に

学
ぶ
教
育
を
進
め
、
教
育
子
育

て
先
進
都
市
袋
井
の
実
現
に
向

け
て
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

問
こ
の
1
年
の
治
水
対
策
の

の
実
施
状
況
は
。

答
柳
原
排
水
機
場
付
近
の
導

水
路
の
掘
り
下
げ
や
停
電
時
に

排
水
機
場
が
運
転
可
能
と
な
る

分
電
盤
の
改
修
、
秋
田
川
の
拡

幅
、
田
端
東
遊
水
池
の
掘
り
下

げ
な
ど
、
こ
の
1
年
の
治
水
対

策
は
全
て
完
了
し
た
。
今
後
は

河
川
の
浚
渫
や
排
水
路
の
改
修

な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。

問
宇
刈
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
た
地
元
農
産
物
を
販

売
す
る
な
ど
地
域
活
性
の
取
り

組
み
は
。

答
同
セ
ン
タ
ー
の
軒
下
を
利

用
し
た
地
元
農
産
物
の
販
売
な

ど
を
地
域
の
皆
さ
ん
が
主
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
た
め
、
地
域

の
方
々
と
時
間
を
掛
け
て
一
緒

に
話
し
合
い
な
が
ら
、
特
色
あ

る
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
の

実
現
に
向
け
て
支
援
し
て
い
き

た
い
。

問
宇
刈
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

の
管
理
業
務
を
一
部
地
元
が
引

き
受
け
て
い
る
が
、
そ
の
負
担

軽
減
対
策
は
。

答
宇
刈
自
治
会
連
合
会
の
関

係
す
る
皆
さ
ん
に
相
談
し
、
今

後
の
運
営
方
法
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問
袋
井
市
教
育
会
館
会
議
室

の
活
用
を
促
す
た
め
、
減
免
基

準
を
明
示
し
周
知
を
徹
底
し
て

は
ど
う
か
。

答
減
免
さ
れ
る
よ
う
な
団
体

な
ど
に
つ
い
て
は
個
別
に
利
用

促
進
す
る
よ
う
な
方
策
を
考

え
、
周
知
・
P
R
し
て
い
き
た

い
。

　一
般
質
問
と
は

　

個
々
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
市
長
・
教
育
長

に
対
し
て
行
う
質
問
で
、
各
定
例
会
で
行
い
ま
す
。
質

問
時
間
は
一
人
30
分
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問
内
容

　

一
般
質
問
・
代
表
質
問
に
つ
い
て

通
告
内
容
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

質
問
方
式

　

議
員
は
一
括
質
問
一
括
答
弁
ま
た
は
一
問
一
答
の
い

ず
れ
か
を
選
択
し
て
質
問
し
ま
す
。

①
一
括
質
問
一
括
答
弁

　

議
員
が
ま
と
め
て
3
回
ま
で
質
問
を
行
い
、
市
長
・

教
育
長
も
ま
と
め
て
答
弁
を
行
い
ま
す
。

②
一
問
一
答

　

議
員
の
質
問
と
市
長
・
教
育
長
の
答
弁
を
一
問
ず
つ

交
互
に
行
い
ま
す
。

代
表
質
問
と
は

　

翌
年
度
の
市
政
の
運
営
に
向
け
て
会
派
の
政
策
提

言
・
提
案
と
い
う
趣
旨
で
会
派
を
代
表
す
る
議
員
が
行

う
も
の
で
す
。
本
市
議
会
で
は
11
月
市
議
会
定
例
会
で
、

一
般
質
問
に
先
立
ち
行
い
ま
す
。
質
問
時
間
は
、
会
派

の
人
数
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

木き

下し
た 

　

正た
だ
し 

議
員

新
市
長
の
選
挙
公
約

駅
南
地
区
治
水
対
策

太お
お

田た 

裕ゆ
う

介す
け 

議
員

宇
刈
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
の

活
用
と
管
理

袋
井
市
教
育
会
館

会
議
室
の
減
免
基
準
は

柳原排水機場の導水路

宇刈いきいきセンター軒先
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袋井市宇刈いきいきセンター条例の
一部改正について

　地域の方が多く集まる施設の更新、特
に、市内コミュニティセンターの空調設備

の更新計画はあるか。
　袋井市公共施設等総合管理計画に基づく
個別施設計画で、コミュニティセンターの

空調設備の更新を計画している。直近では、今年
度、浅羽西コミュニティセンター、来年度以降
は、笠原、山名、袋井南コミュニティセンターの
改修を予定している。その後は、日常点検の結果
により、応急処置が必要な場合は、緊急の修繕、
あるいは、空調設備の取替えなどを実施し対応し
ていく。

袋井市税外収入督促等に関する条例
の一部改正について

　延滞金以外の特例基準割合、例えば猶予
特例基準割合や還付加算金特例基準割合

に関する改正は必要ないか。
　この条例には、猶予や還付加算金の規定
がないため、延滞金特例基準割合に関する

改正のみとなる。

袋井市職員の留学費用の償還に関す
る条例の制定について

　職員の留学は、市としても今後推進して
いくのか。
　以前は、派遣場所が遠く派遣できなかっ
たが、本年4月、静岡市に静岡社会健康医

学大学院大学が開学し、1名の保健師を派遣して
いる。こういった意欲のある職員が年々増えてく
ると予想しており、制度の周知を図っていく。

Q

A

Q

A

令和3年度袋井市一般会計補正予算
（第3号） ～戸籍住民基本台帳費～

　マイナンバーカードの交付率が県内で上
位になっているが、カードを使う機会の増

加や、カードの利用で市民生活を便利にするため
に、どういったことを行っていくか。

　マイナンバーカードの取得により、コン
ビニでの住民票や印鑑登録証明書の受領や

オンラインで税金の確定申告をすることができ
るe-Taxや住民票のオンライン申請などもでき
る。さらなる利便性向上のため、庁内や関係団
体にカードの利活用に関するアンケートを実施
していく。

　お金をかけるからにはマイナンバーカー
ドを使ってもらわないといけないと考える

が、今後はどういった方をターゲットに周知をし
ていくか。

　カードを取得している方の年齢や居住地
域によっても取得率に差異があるので、対

象者を絞って効果的な推進を図っていく。来年度
中にカードに搭載されている電子証明書機能がス
マホに移行できるようになることから、スマホを
活用している10代から20代といった若い世代の交
付率と利用を上げていく。

Q

A

Q

Q

A

A

令和3年度袋井市一般会計補正予算
（第3号）～土地区画整理費～

　袋井市駅南都市拠点土地区画整理事業
では、物件移転補償を１戸予定しているが、

全体の物件移転の戸数と現在の進捗状況はどう
か。

　物件移転は107戸を予定しており、事業
費ベースでは約3割の進捗率である。総事

業費は、57億6千万円を予定しており、現在は約
18億円が執行済みである。

Q

A

　令和3年度一般会計補正予算をはじめ、条例の制定・一部改正などの議案を、各常任委員会で審査しまし
た。ここでは、その一部を紹介します。

常任委員会レポート

総 務 委 員 会 民生文教委員会

建設経済委員会
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コロナに負けるな！

全国市議会議長会の表彰

TEL.（0538）44-3143（直通）　FAX.（0538）44-3148
ホームページ http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/
メールアドレス gikai@city.fukuroi.shizuoka.jp
発　行／静岡県袋井市議会　　発行日／令和3年8月1日〒437-8666 袋井市新屋一丁目 1番地の 1 植物油インキを

使用しています

市役所５階議場及び各委員会室
午前９時から
8月30日（月） 開会、議案の説明
9月 7日（火）市政に対する一般質問
 8日（水）市政に対する一般質問
 9日（木）市政に対する一般質問
 13日（月）議案の審査（常任委員会）
 14日（火）議案の審査（常任委員会）
 15日（水）議案の審査（常任委員会）
 16日（木）議案の審査（常任委員会）
 30日（木）委員長報告～採決、閉会

　新型コロナウイルス感染症の拡大により、
不安で制限のある生活を強いられております
が、段階的にワクチン接種が始まり、徐々に希
望が見えてきました。皆さんが楽しみにしてい
たイベントなどは、まだ普通に開催できる状況
ではありませんが、明けない夜がないようにコ
ロナ禍も必ず収束します。早く
以前の日常が戻ることを信じて
頑張っていきましょう。

※変更する場合もあります。

場　所
時　間
日　程

希望をもって

（広報委員：村松和幸）

　全国市議会議長会から永年勤続
議員に表彰状が贈呈されました。
　本市議会では、戸塚文彦前議員
が市議会正副議長として4年以上
在職し、市政の発展に努められた
ことにより表彰を受けました。

議会改革度ランキング県内総合第1位

9月市議会定例会のお知らせ

No.80

　早稲田大学マニフェスト研究所が行った、議会改革
度調査2020において、本市議会は、県内35市町中総合
第1位となりました。少しずつではありますが、今日ま
で行ってきた取り組みが着実に実を結びつつあること
が評価されたのだと思います。今後におきましても、
市民に信頼される議会を目指してまいります。

令和2年度 政務活動費の会派別収支状況（総括表）
　令和2年度は、新型コロナウイルス感染症への市議会対応の一環として、政務活動費を50%削減しました。会派
別収支状況については、袋井市議会のホームページでも公開しています。

（単位：円）

会　派　名

自民公明クラブ
戸塚哲夫、髙木清隆
田中克周、山田貴子
寺田　守、鈴木弘睦
木下　正、佐野武次
村井勝彦、森杉典子

緑風会
伊藤謙一
戸塚文彦
村松　尚
岡本幹男
近藤正美

日本共産党
高橋美博
浅田二郎

無会派
大庭通嘉

無会派
竹野　昇

合計
（19人）

収　

入

市からの交付金 1,500,000 750,000 300,000 150,000 150,000 2,850,000
雑収入（預金利息） 13 7 0 0 0 20

計 1,500,013 750,007 300,000 150,000 150,000 2,850,020

支　

出

 1 調査研究費 0 0 0 0 0 0
 2 研修費 0 0 0 0 0 0
 3 広報費 188,999 250,000 608,194 0 165,900 1,213,093
 4 広聴費 0 0 0 0 0 0
 5 要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0
 6 会議費 0 0 0 0 0 0
 7 資料作成費 47,398 0 0 0 0 47,398
 8 資料購入費 0 4,455 33,000 0 0 37,455
 9 人件費 0 0 0 0 0 0
10 事務所費 431,388 120,000 48,000 24,000 24,000 647,388

計 667,785 374,455 689,194 24,000 189,900 1,945,334
収入－支出 832,228 375,552 ‒389,194 126,000 ‒39,900 904,686
残余金 832,228 375,552 0 126,000 0 1,333,780
不足額 0 0 389,194 0 39,900 429,094

○残余金1,333,780円はすべて市へ返還済みです。　○不足額429,094円は自己資金にて支出しています。


